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島口・島唄の伝承を目的とする「島口・島唄の祭典」が２月２０日行われました。

徳之島町の現勢

面　積 104.87ｋ㎡

人　口 12,117人

男  5,913人

女  6,204人

世帯数  5,235戸

平成23年3月1日現在

(平成22年国勢調査を反映)

平成２３年施政方針　　　Ｐ２～Ｐ５

教育委員会だより　　　　　　　Ｐ６

まちの話題　　　　　　　Ｐ７～Ｐ８

お知らせコーナー　　　　Ｐ９～Ｐ13

戸籍の窓・我が家のアイドル      Ｐ14

今月の主な内容
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次
に
本
町
の
農
業
振
興
に
つ
い
て
で
あ

り
ま
す
。
23
年
度
は
食
料
自
給
率
向
上
・

産
地
再
生
緊
急
対
策
交
付
金
事
業
を
活
用

し
、
コ
ン
ト
ラ
ク
タ
ー
（
粗
飼
料
生
産
受

託
組
織
）
と
飼
料
生
産
供
給
施
設
を
整
備

い
た
し
ま
す
。
　
　
　 

　
　
　
　
　

　
現
在
、
肉
用
牛
繁
殖
農
家
は
、
牛
に
給

与
す
る
牧
草
を
自
ら
栽
培
・
収
穫
し
サ
イ

レ
ー
ジ
や
乾
草
飼
料
と
す
る
た
め
に
、
農

家
毎
に
農
機
具
を
導
入
し
て
い
ま
す
。
小

規
模
な
経
営
農
家
に
と
っ
て
は
、
コ
ス
ト

が
か
か
り
、
栽
培
・
収
穫
作
業
に
も
労
力

が
か
か
る
等
の
課
題
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ

で
、
最
近
の
飼
料
価
格
高
騰
や
高
齢
化
の

進
行
を
背
景
と
し
て
、
牧
草
の
栽
培
～
収

穫
～
調
整
作
業
を
畜
産
農
家
に
代
わ
っ
て

専
門
的
に
請
け
負
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
畜

産
農
家
の
生
産
コ
ス
ト
の
低
減
と
、
家
族

労
働
時
間
の
低
減
・
軽
労
化
を
通
じ
て
、

牛
群
管
理
の
徹
底
に
よ
る
経
営
全
体
の
収

益
性
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
農
山
漁
村
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
支
援
交
付
金
事
業
で
建
設
中
の
、
徳
之

島
町
総
合
食
品
加
工
セ
ン
タ
ー
「
美
農
里

館
」
が
23
年
度
完
成
い
た
し
ま
す
。
こ
の

加
工
セ
ン
タ
ー
建
設
事
業
は
、
本
町
の
基

幹
産
業
で
あ
る
農
業
を
生
か
し
、
新
た
な

特
産
品
や
加
工
品
を
開
発
し
、
販
路
拡
大

を
行
い
、
地
域
の
魅
力
を
島
内
外
に
発
信

し
、
地
域
資
源
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
促
進
し

ま
す
。
そ
し
て
地
元
農
林
水
産
物
資
源

を
、
様
々
な
産
業
・
分
野
と
連
携
し
、
新

た
な
付
加
価
値
を
生
み
出
し
て
い
く
、
第

６
次
産
業
化
を
目
指
し
ま
す
。
ま
た
、
農

産
物
の
さ
ら
な
る
品
質
向
上
と
安
定
生
産

を
図
り
、
安
心
安
全
な
高
付
加
価
値
の
特

産
品
を
研
究
・
開
発
・
販
売
を
お
こ
な
う

こ
と
に
よ
り
、
地
域
産
業
経
済
の
活
性
化
・

地
域
雇
用
の
創
出
・
担
い
手
の
確
保
と
育

成
に
つ
な
げ
て
ま
い
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ

り
、
過
疎
化
対
策
の
推
進
が
図
ら
れ
、
さ

ら
に
は
農
業
収
入
の
向
上
・
安
定
や
遊
休

地
の
活
用
な
ど
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
の

振
興
・
活
性
化
に
大
き
く
寄
与
す
る
こ
と

が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　
マ
ン
ゴ
ー
の
栽
培
に
つ
き
ま
し
て
は
、

栽
培
面
積
の
拡
大
の
た
め
、
ハ
ウ
ス
の
整

備
が
不
可
欠
で
、
奄
美
農
業
創
出
支
援
事

業
を
活
用
し
中
期
展
張
Ⅱ
型
ハ
ウ
ス
を
導

入
し
、
農
家
の
所
得
向
上
と
、
経
営
安
定

を
図
り
ま
す
。

　
バ
レ
イ
シ
ョ
・
ニ
ン
ジ
ン
に
お
い
て
は
、

栽
培
技
術
の
向
上
に
よ
る
「
収
量
ア
ッ
プ
」

「
商
品
化
率
の
引
き
上
げ
」
に
よ
る
農
家

経
営
の
安
定
に
努
め
る
と
と
も
に
、
土
壌

診
断
を
踏
ま
え
た
適
正
施
肥
に
よ
る
、
コ

ス
ト
削
減
対
策
や
消
費
者
の
求
め
る
安

心
・
安
全
な
野
菜
を
提
供
す
る
た
め
、
「
か

ご
し
ま
農
林
水
産
物
認
証
制
度
」
の
再
取

得
な
ど
、
関
係
機
関
一
体
と
な
っ
て
、
ブ

ラ
ン
ド
産
地
指
定
に
向
け
た
取
り
組
み
を

推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　
今
後
も
農
業
振
興
と
雇
用
確
保
・
産
業

の
活
性
化
の
為
に
、
21
年
度
採
択
さ
れ
た
、

厚
生
労
働
省
の
地
域
雇
用
創
造
推
進
事
業

と
新
た
に
採
択
を
目
指
す
地
域
雇
用
創
造

実
現
事
業
を
活
用
し
て
、
地
域
人
材
の
育

成
に
努
め
る
と
と
も
に
、
果
樹
・
園
芸
な

ど
に
お
い
て
は
、
化
学
肥
料
や
農
薬
の
低

減
な
ど
環
境
保
全
型
農
業
を
推
進
し
て
い

き
ま
す
。

　
漁
業
、
水
産
業
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。

22
年
度
に
浮
き
漁
礁
設
置
事
業
を
お
こ
な

い
、
23
年
度
も
引
き
続
き
浮
き
漁
礁
の
設

置
を
お
こ
な
う
他
、
ス
ジ
ア
ラ
・
シ
ラ
ヒ

ゲ
ウ
ニ
・
夜
光
貝
の
稚
魚
・
稚
貝
の
放
流

な
ど
様
々
な
取
り
組
み
を
お
こ
な
い
、
漁

獲
高
の
増
加
、
漁
家
所
得
の
向
上
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　
次
に
商
工
業
の
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、

22
年
度
に
亀
津
中
央
通
り
商
店
街
活
性
化

事
業
に
よ
り
夏
と
年
末
に
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
、
鹿
児
島
県
地
域
経
済
活
性
化
販
売
促

進
緊
急
支
援
事
業
で
徳
之
島
町
口
蹄
疫
対

策
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
を
町
商
工
会
か
ら

発
行
い
た
し
ま
し
た
。
商
店
街
が
地
域
住

民
の
交
流
の
場
と
し
て
、
ま
た
、
物
流
の

中
心
地
と
し
て
活
性
化
し
、
地
域
経
済
の

発
展
に
つ
な
が
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。
　
次
に
、
地
域
福
祉
の
充
実
に
つ
い
て
で

あ
り
ま
す
。
本
町
の
高
齢
化
率
は
26
・
８

％
（
平
成
22
年
12
月
１
日
現
在
）
で
、
４

人
に
一
人
以
上
が
高
齢
者
で
、
今
後
と
も

高
齢
化
率
は
国
・
県
に
比
較
し
て
そ
の
伸

び
を
上
回
る
勢
い
で
の
進
行
が
予
想
さ
れ

ま
す
。

　
高
齢
者
の
方
々
が
、
住
み
慣
れ
た
地
域

で
安
心
し
て
生
活
が
で
き
る
地
域
社
会
の

実
現
を
め
ざ
し
て
高
齢
者
福
祉
の
推
進
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
本
年
度
は
第

５
期
老
人
福
祉
計
画
及
び
介
護
保
険
事
業

計
画
策
定
年
度
と
も
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

多
様
化
・
複
雑
化
す
る
超
高
齢
化
社
会
の

到
来
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
と
協
力
し
事
業
計
画
策
定
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
継
続
し
て

地
域
支
援
事
業
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、

一
人
世
帯
老
人
、
寝
た
き
り
老
人
等
の
見

守
り
活
動
の
推
進
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
昨
年
度
整
備
さ
れ
た
災
害
時
要

援
護
者
登
録
台
帳
を
も
と
に
、
要
援
護
者

一
人
ひ
と
り
の
避
難
支
援
対
策
を
具
体
的

に
進
め
て
い
く
た
め
の
個
別
計
画
を
作
成

し
て
い
き
ま
す
。

　
近
年
、
急
速
に
進
行
す
る
少
子
化
は
徳

之
島
町
に
お
い
て
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ

ん
、
平
成
22
年
３
月
に
は
「
徳
之
島
町
次

世
代
育
成
支
援
行
動
計
画
（
後
期
計
画
）
」

を
策
定
し
、
各
種
支
援
施
策
に
取
り
組
ん

で
お
り
ま
す
が
、
本
年
度
も
、
次
代
を
担

う
子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に
生
ま
れ
育
成

さ
れ
る
よ
う
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
事
業
を
は
じ
め
と
し
、
地
域
子
育
て
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創
生
事
業
へ
の
助
成
等
子
育
て
支
援
事
業

を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
障
が
い
者
支
援
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平

成
19
年
３
月
に
「
徳
之
島
町
障
が
い
者
計

画
及
び
障
が
い
福
祉
計
画
」
を
策
定
し
、

障
が
い
者
福
祉
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
し
た
が
、
23
年
度
よ
り
、
腎
臓
移

植
手
術
及
び
移
植
後
の
免
疫
抑
制
療
法
等

の
治
療
を
受
け
る
た
め
の
旅
費
の
一
部
を

助
成
し
、
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
り
、

も
っ
て
生
活
の
安
定
と
福
祉
の
増
進
を
図

っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
障
が
い
の
あ

る
方
々
が
住
み
慣
れ
た
地
域
や
家
庭
で
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
23
年
度
は
、
「
第

３
期
徳
之
島
町
障
が
い
者
福
祉
計
画
」
を

策
定
し
、
多
様
化
す
る
個
々
の
状
況
に
応

じ
た
施
策
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
保
健
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
保
健
セ

ン
タ
ー
を
拠
点
と
し
て
各
種
保
健
対
策
事

業
を
推
進
し
て
お
り
ま
す
。
平
成
21
年
度

か
ら
平
成
23
年
度
に
お
け
る
県
の
モ
デ
ル

事
業
と
し
て
地
域
ぐ
る
み
歯
科
保
健
対
策

推
進
事
業
を
実
施
し
、
住
民
と
関
係
機
関

が
協
働
し
て
５
歳
児
を
取
り
巻
く
歯
科
保

健
課
題
を
解
決
す
る
と
と
も
に
、
住
民
自

ら
の
歯
科
保
健
認
識
を
高
め
る
取
り
組
み

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
本
年
度
は
、
新
た

に
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
及
び
小
児
用

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
の
一
部
ま

た
は
全
額
助
成
す
る
こ
と
で
、
よ
り
多
く

の
乳
幼
児
が
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
や
す
い

環
境
を
整
え
、
ヒ
ブ
や
肺
炎
球
菌
の
感
染

に
よ
る
細
菌
性
髄
膜
炎
で
の
乳
幼
児
の
死

亡
や
重
度
の
後
遺
症
の
発
生
を
抑
え
て
ま

い
り
ま
す
。
ま
た
、
平
成
22
年
度
実
施
し

た
特
定
健
診
未
受
診
者
の
未
受
診
要
因
の

分
析
を
基
に
、
健
診
勧
奨
の
た
め
の
ア
プ

ロ
ー
チ
方
法
を
検
討
し
、
受
診
率
の
向
上

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
重
症
救
急
患
者
等
の
救
急
搬
送

体
制
の
環
境
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平

成
19
年
３
月
の
自
衛
隊
ヘ
リ
の
事
故
を
受

け
、
か
ね
て
よ
り
要
望
の
声
が
高
ま
っ
て

お
り
ま
し
た
、
救
急
ヘ
リ
ポ
ー
ト
建
設
を

平
成
23
年
度
事
業
と
し
て
実
施
い
た
し
ま

す
。
こ
れ
に
よ
り
救
急
搬
送
ヘ
リ
の
安
全

な
離
着
陸
が
確
保
さ
れ
、
搬
送
時
間
の
短

縮
に
よ
る
救
急
患
者
の
身
体
的
負
担
の
軽

減
と
、
よ
り
早
い
救
命
措
置
に
よ
り
、
１

人
で
も
多
く
の
人
命
救
助
に
つ
な
が
る
も

の
と
思
い
ま
す
。

　
次
に
、
生
活
環
境
の
整
備
に
つ
い
て
で

あ
り
ま
す
。
平
成
22
年
３
月
に
「
徳
之
島

町
ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨
て
及
び
飼
養
動
物
等
の

ふ
ん
害
防
止
に
関
す
る
条
例
」
を
制
定
、

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
油
化
事
業
や
11
月
に

は
、
「
人
と
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く

り
宣
言
」
及
び
条
例
の
制
定
を
行
い
、
ご

み
の
減
量
や
低
炭
素
社
会
の
実
現
へ
向
け

て
努
力
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
先
祖
が
残

し
て
く
れ
た
す
ば
ら
し
い
自
然
環
境
を
守

っ
て
い
く
た
め
に
、
住
民
へ
の
広
報
や
啓

発
の
た
め
の
看
板
の
設
置
な
ど
を
お
こ
な

い
、
根
気
強
く
周
知
活
動
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

　
近
年
、
化
石
燃
料
の
大
量
消
費
に
伴
う

温
室
効
果
ガ
ス
の
増
加
に
よ
る
地
球
温
暖

化
が
深
刻
な
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
わ

が
町
に
お
き
ま
し
て
も
、
22
年
度
に
「
地

域
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策
定
い

た
し
ま
し
た
。
今
後
、
化
石
燃
料
に
替
わ

る
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
の
導
入
促
進
に
取
り

組
み
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
循
環
型
社
会
の

構
築
と
環
境
の
保
全
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。
　
公
共
下
水
道
に
つ
い
て
は
、
平
成
17
年

度
末
よ
り
着
手
し
平
成
21
年
度
末
に
一
部

供
用
開
始
を
行
い
平
成
22
年
４
月
よ
り
浄

化
セ
ン
タ
ー
（
最
終
処
理
場
）
が
稼
働
し

本
格
的
に
下
水
道
事
業
運
営
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。
平
成
23
年
度
は
、
浄
化
セ
ン

タ
ー
の
22
年
度
繰
越
分
の
汚
泥
脱
水
機
工

事
と
管
路
工
事
は
引
き
続
き
亀
津
埋
立
地

を
中
心
に
整
備
計
画
を
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
管
路
工
事
が
完
了
し
た
地
区
で

は
、
順
次
供
用
開
始
し
下
水
道
加
入
可

能
世
帯
を
戸
別
訪
問
し
下
水
道
へ
の
加
入

接
続
の
お
願
い
等
加
入
促
進
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　
工
事
期
間
中
は
住
民
の
皆
様
に
大
変
ご

迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
生
活
環
境
の

向
上
と
衛
生
的
で
自
然
に
や
さ
し
い
住
居

環
境
を
つ
く
る
為
の
事
業
で
あ
り
ま
す
の

で
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
公
営
住
宅
に
つ
き
ま
し
て
は
、
公
営
住

宅
ス
ト
ッ
ク
総
合
改
善
事
業
や
住
宅
・
建

築
物
安
全
ス
ト
ッ
ク
形
成
事
業
で
老
朽
化

し
た
住
宅
の
全
面
的
改
善
に
取
り
組
み
ま

し
た
。
そ
れ
に
よ
り
、
住
宅
環
境
の
向
上
、

建
物
の
躯
体
の
安
全
性
確
保
、
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
で
高
齢
者
・
身
障
者
等
の
快
適
な

生
活
空
間
の
実
現
が
図
ら
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
移
転
者
の
戻
り
入
居
に
よ
り
、
地
域

の
活
性
化
と
定
住
促
進
に
つ
な
が
り
ま
し

た
。
23
年
度
も
公
営
住
宅
ス
ト
ッ
ク
総
合

改
善
事
業
で
住
宅
の
改
善
・
ト
イ
レ
の
水

洗
化
・
合
併
浄
化
槽
設
置
な
ど
を
行
な
い

ま
す
。

　
交
通
基
盤
の
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、

22
年
度
に
地
方
道
路
整
備
事
業
を
活
用
し

亀
津
蔵
越
線
改
良
舗
装
工
事
の
用
地
購
入

及
び
建
物
補
償
を
お
こ
な
い
、
23
年
度
に

改
良
舗
装
工
事
に
着
手
い
た
し
ま
す
。
こ

の
こ
と
に
よ
り
、
歩
行
者
や
通
行
車
両
の

安
全
と
利
便
性
を
確
保
い
た
し
ま
す
。

　
次
に
、
情
報
通
信
基
盤
の
整
備
で
あ
り

ま
す
。
22
年
度
は
徳
之
島
町
情
報
通
信
基

盤
整
備
推
進
交
付
金
事
業
で
、
本
庁
・
支

所
・
小
中
学
校
・
そ
の
他
の
公
共
施
設
間

を
光
ケ
ー
ブ
ル
で
接
続
し
行
政
、
福
祉
、

教
育
、
防
災
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を

図
る
た
め
の
ケ
ー
ブ
ル
配
線
工
事
を
開
始

い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
町
で
整
備
す
る

光
ケ
ー
ブ
ル
を
民
間
通
信
事
業
者
へ
Ｉ
Ｒ
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Ｕ
（
長
期
間
契
約
）
に
よ
っ
て
貸
し
出
し
、

本
町
内
の
亀
津
市
街
地
地
区
及
び
亀
徳
の

一
部
に
て
光
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
し
ま
す
。
こ
の
事
業
に
よ
り
、

本
庁
・
支
所
な
ど
の
出
先
機
関
が
光
フ
ァ

イ
バ
ー
ケ
ー
ブ
ル
で
接
続
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
行
政
情
報
を
高
品
質
か
つ
高

速
で
送
受
信
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
で
，

住
民
へ
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
が
期
待

で
き
ま
す
。
ま
た
、
小
中
学
校
に
お
い
て

も
，
学
校
間
が
高
速
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
さ

れ
る
こ
と
で
、
学
校
教
材
の
共
有
や
I
C

T
を
活
用
し
た
学
校
間
交
流
・
教
育
コ
ン

テ
ン
ツ
の
利
用
な
ど
、
地
域
の
教
育
の
高

度
化
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
23
年
４
月
か
ら
光
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
の
サ
ー
ビ
ス
が
本
稼
働
し
ま
す
。

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
地
域
住
民
の
生
活
の

向
上
や
地
域
経
済
の
活
性
化
・
産
業
の
振

興
な
ど
、
地
域
づ
く
り
・
人
づ
く
り
も
期

待
で
き
ま
す
。

　
次
に
観
光
振
興
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。

22
年
度
に
奄
美
群
島
観
光
地
整
備
事
業
で

な
ご
み
の
岬
公
園
ト
イ
レ
新
築
工
事
、
県

地
域
振
興
推
進
事
業
で
母
間
花
時
名
地
区

展
望
台
施
設
整
備
、
緊
急
雇
用
創
出
事
業

で
タ
ウ
ン
マ
ッ
プ
作
成
を
行
な
い
ま
し

た
。
ま
た
、
徳
之
島
観
光
連
盟
が
主
体
と

な
り
徳
之
島
三
十
三
ヶ
所
名
所
旧
跡
め
ぐ

り
看
板
設
置
等
を
お
こ
な
い
、
観
光
地
の

整
備
と
観
光
客
誘
致
の
為
の
環
境
整
備
を

お
こ
な
い
ま
し
た
。
ま
た
、
今
年
３
月
の

新
幹
線
鹿
児
島
ル
ー
ト
全
線
開
通
を
見
越

し
、
昨
年
鹿
児
島
に
オ
ー
プ
ン
し
た
ア
ン

テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
「
旬
華
」
を
キ
ー
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
に
徳
之
島
へ
の
観
光
客
誘
致
を
図

り
、
入
込
み
客
の
増
加
を
目
指
し
ま
す
。

次
に
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
・
教
育
分
野
に
つ

い
て
申
し
上
げ
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
に
つ
い

て
22
年
度
は
近
畿
大
学
及
び
樟
南
高
校
相

撲
部
、
日
本
ハ
ム
・
巨
人
・
オ
リ
ッ
ク
ス

の
プ
ロ
野
球
選
手
、
サ
ッ
カ
ー
の
名
古
屋

グ
ラ
ン
パ
ス
や
女
子
陸
上
選
手
な
ど
が
自

主
ト
レ
で
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
を
行
な
い
ま
し

た
。
今
後
も
、
交
流
人
口
の
拡
大
で
観
光

の
振
興
・
地
域
の
活
性
化
を
推
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　
文
化
活
動
に
お
い
て
は
、
町
文
化
会
館

や
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
・
各
集
落
公
民

館
等
を
中
心
に
広
く
文
化
活
動
が
推
進
さ

れ
て
お
り
、
町
内
の
み
な
ら
ず
、
島
全
体

の
文
化
水
準
は
益
々
向
上
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
伝
統
文
化
の
継
承
は
後
継
者
不
足

が
危
惧
さ
れ
ま
す
が
、
子
供
会
や
学
校
教

育
現
場
・
様
々
な
地
域
行
事
の
中
で
伝
承

が
推
進
さ
れ
つ
つ
あ
り
、
長
寿
・
子
宝
と

い
う
、
地
域
の
財
産
も
総
合
的
に
活
用
し

な
が
ら
、
地
域
文
化
の
発
展
に
鋭
意
努
力

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
教
育
分
野
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
町
の

教
育
行
政
の
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
ま
す
児

童
生
徒
の
基
礎
学
力
の
定
着
と
学
力
向
上
、

生
徒
指
導
の
充
実
、
そ
し
て
、
教
育
の
場

と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
学
校
の
創
造
に
向
け

て
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　
ま
ず
、
ソ
フ
ト
面
に
お
い
て
は
、
郷
土

の
教
育
風
土
と
し
て
の
ヤ
ン
キ
チ
シ
キ
バ

ン
の
子
育
て
精
神
を
学
校
・
家
庭
・
地
域

に
復
活
さ
せ
、
学
力
の
回
復
と
更
な
る
向

上
を
図
る
た
め
に
、
学
士
村
塾
の
発
展
的

継
続
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
学

習
機
会
の
提
供
、
特
別
に
支
援
を
要
す
る

児
童
生
徒
へ
の
支
援
体
制
の
継
続
、
児
童

生
徒
や
教
職
員
が
意
欲
を
持
っ
て
取
り
組

み
、
そ
の
結
果
が
報
わ
れ
る
施
策
の
実
施

等
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
・
行
政
が
強
い

連
携
の
下
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
次
に
、
ハ
ー
ド
面
に
お
い
て
は
、
学
校

施
設
の
補
修
に
力
を
入
れ
て
参
り
ま
す
。

屋
内
運
動
場
の
補
修
工
事
と
し
て
、
井
之

川
中
学
校
、
母
間
小
学
校
の
外
壁
・
窓
の

改
修
、
山
中
学
校
の
屋
根
の
改
修
。
尾
母

小
中
学
校
の
床
の
改
修
を
い
た
し
ま
す
。

そ
し
て
、
各
学
校
の
備
品
等
の
整
備
も
順

次
お
こ
な
っ
て
参
り
ま
す
。

　
「
教
育
は
百
年
の
計
」
、
徳
之
島
町
の

将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
教
育
の
た
め

に
、
教
育
の
重
要
性
を
認
識
し
、
教
育
環

境
の
整
備
、
教
育
諸
条
件
の
充
実
に
力
を

注
い
で
い
き
ま
す
。

　
ま
さ
に
、
教
育
こ
そ
が
地
域
発
展
の

要
・
人
材
育
成
の
根
本
で
あ
り
、
「
大
事

を
な
す
に
は
必
ず
人
を
も
っ
て
本
と
な
す
」

と
の
格
言
に
も
あ
り
ま
す
よ
う
に
、
今
後

は
教
育
に
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
先
に
も
述
べ
ま
し
た
が
、

今
年
４
月
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
光
フ
ァ
イ

バ
ー
情
報
通
信
網
を
活
用
し
、
国
際
感
覚

豊
か
な
視
野
の
広
い
子
ど
も
た
ち
の
教
育

に
力
を
入
れ
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
力
強
さ
と
謙
虚
さ
を
兼
ね
備
え

た
、
逞
し
く
世
界
に
通
用
す
る
社
会
人
に

育
っ
て
も
ら
う
た
め
の
教
育
を
目
指
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
さ
て
、
冒
頭
部
分
で
も
申
し
上
げ
ま
し

た
、
「
平
和
」
「
教
育
」
「
文
化
」
で
ご

ざ
い
ま
す
が
、
わ
が
町
に
お
き
ま
し
て
は
、

文
化
の
砦
は
町
文
化
会
館
、
教
育
の
砦
は

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
あ
り
ま
す
。
そ
し

て
、
平
和
の
砦
は
「
人
の
心
の
中
」
に
あ

る
と
思
い
ま
す
。
平
和
の
対
極
は
戦
争
で

す
。
ユ
ネ
ス
コ
憲
章
に
「
戦
争
は
人
の
心

の
中
で
生
ま
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
人

の
心
の
中
に
平
和
の
砦
を
築
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
と
あ
り
ま
す
。
各
集
落
公
民

館
等
を
活
用
し
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

や
様
々
な
機
会
を
と
お
し
な
が
ら
、
人
権
・

生
命
尊
厳
・
反
戦
・
非
暴
力
・
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
精
神
・
ユ
イ
の
心
等
、
「
心
の
醸
成
」

を
し
て
い
く
こ
と
が
大
事
だ
と
考
え
ま
す
。

そ
し
て
、
人
そ
れ
ぞ
れ
の
持
て
る
力
を
発

揮
し
味
わ
い
の
あ
る
色
と
り
ど
り
の
華
を

咲
か
せ
な
が
ら
、「
住
み
よ
い
」
「
住
み
た

い
」
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
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す
。
　
お
わ
り
に
、
ト
ル
ス
ト
イ
の
言
葉
の
中

に
「
社
会
の
改
善
を
望
む
な
ら
、
そ
の
成

否
は
、
す
べ
て
の
人
が
よ
り
よ
く
な
る
こ

と
に
掛
か
っ
て
お
り
、
そ
の
た
め
に
は
『
自

分
が
よ
り
よ
き
人
に
な
る
こ
と
で
あ
る
』

ま
ず
隗
よ
り
始
め
よ
、
こ
れ
な
く
し
て
は
、

い
か
な
る
社
会
改
革
も
画
竜
点
睛
を
欠
く

こ
と
に
な
る
の
だ
」
と
、
こ
の
事
を
肝
に

銘
じ
、
ま
ず
自
分
自
身
が
先
頭
に
立
っ
て

町
民
の
皆
様
の
幸
せ
の
為
に
、
心
労
を
尽

く
し
て
い
く
決
意
を
新
た
に
い
た
し
て
お

り
ま
す
。

　
国
内
の
景
気
も
徐
々
に
回
復
の
兆
し
が

か
す
か
に
見
え
は
じ
め
て
お
り
ま
す
が
、

い
ま
だ
先
行
き
の
不
透
明
感
は
ぬ
ぐ
え
な

い
状
況
で
す
。
足
元
を
し
っ
か
り
固
め
な

が
ら
も
、
常
に
先
々
を
見
据
え
て
「
健
康

で
明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
」
「
人

と
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
」
を
目

指
し
て
町
民
の
皆
様
、
出
身
者
の
皆
様
の

声
を
聞
き
智
慧
を
頂
き
な
が
ら
、
取
り
組

ん
で
い
く
こ
と
を
申
し
上
げ
、
平
成
23
年

度
の
基
本
方
針
と
し
、
町
民
の
皆
様
並
び

に
町
議
会
議
員
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
、
平
成
23

年
度
の
施
政
方
針
と
い
た
し
ま
す
。

【実施の趣旨】
　かつて徳之島町には，亀津の「学士村」を中心に，東京大学をはじめとする旧帝国大学出身者を多く輩
出した「ヤンキチシキバン」の教育，子育ての教育風土があり，親の教育熱や子どもの学問に対する探求
心は極めて旺盛でした。
　このことから，現在の本町の児童生徒の学力向上を図り，自主学習の習慣を定着させる機会の一つとし
て，平成２１年度から「学士村塾」を設置しており，平成２３年度は次のとおり実施いたします。

【実施期間】　平成２３年５月７日（土）～平成２４年３月１０日（土）
（ただし，夏季・冬季・春季の長期休業日の実施については検討中）

【参加対象】　町内の小・中学校の児童生徒

【実施日程・内容】
　＊　実施期間・時間……毎週土曜日９：００～１２：００（３時間）を原則とする。
　＊　学習形態……………基本的には自主学習の場とする。
　＊　経費等………………児童生徒からは徴収しない。

【実施場所等】

※各教室定員に満たない場合や定員を超える場合は近くの教室と調整します。

【募集方法・その他】
＊　各学校から，募集案内並びに申込用紙を配布します。案内に詳細を記載しておりますので，よくお読
　みのうえ，各学校をとおして申込を行ってください。
＊　募集期間は，平成２３年４月６日（水）～平成２３年４月１５日（金）です。

　各地区で，学士村塾の塾生のお世話をしていただける方を募集しています。子どもたちの学力向上や健
全育成に意欲のある方は，平成２３年４月１５日（金）までに，徳之島町教育委員会学校教育課（　８２
－１３０８）までお問い合わせください。

【問い合わせ先】　徳之島町教育委員会　学校教育課　　８２－１３０８

平成２３年度　徳之島町「学士村塾」に参加してみませんか

平成２３年度　徳之島町「学士村塾」の塾長（管理・指導者）募集

教室名

中区教室

東区教室

亀徳教室

神嶺教室

母間教室

花徳教室

山手教室

実施場所（予定）

中区公民館

東区公民館

亀徳地区振興センター

井之川公民館

大当生活館

前川生活館

山公民館

対　象　校

尾母小中学校・亀津小学校・亀津中学校

亀津小学校・亀津中学校

亀徳小学校・亀津中学校

神之嶺小学校・井之川中学校

母間小学校・東天城中学校

花徳小学校・東天城中学校

山小学校・山中学校・手々小中学校
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　昨年度の後期分について，徳之島町内の小・中学生で様々な学習活動の中で活躍したり，スポーツや芸術で
優秀な成績を収めたりした児童生徒を紹介します。今後さらなる活躍を期待しております。前回掲載された分
以外で掲載しております。
＜学習関係＞（名前順不同・学年は昨年度の学年です。）
 ○南日本「新聞」感想文コンクール  　尾母小学校　帖佐果歩（小２･１席） 帖佐芽依（小４･３席）
 ○奄美市美展　　　　山中学校　古田佳奈（中１･名瀬ライオンズクラブ賞）
 ○家庭の日標語・絵画コンクール　尾母小学校 帖佐芽依（小３･優秀賞・標語，絵画）
 ○ハブ咬傷予防対策ポスターコンクール　神之嶺小学校　本山美咲（小１）
 ○県児童生徒作文コンクール　尾母小学校 櫻木慎也（小１・県特選）　帖佐果歩（小２･県特選）
　　　　　　　　　　 亀徳小学校　安田蓮楓（小２・県特選）　
　　　　　　　　　　 東天城中学校　芝　幸多（中３・県特選）学校賞　尾母小学校
 ○「ごはん・お米とわたし」作文コンクール　亀津中学校　久林夏花（中３・JA県中央会長賞）
 ○地域が育む「かごしまの教育の県民週間」ポスター原画　岩山吉紀（小４・特選）
 ○徳之島町「歯の標語」　加　真帆（中１・最優秀賞）
 ○英語検定　準２級　亀津中学校　川上有花（中２）
　　　　　　 ３級　　亀津中学校　清なつ実（中３）　東佳樹（中３）　富杏沙（中３）　
　　　　　　　　　　 久林夏花（中３）　四位美幸（中３）　川信和（中３）　宮本陽平（中３）
　　　　　　　　　　 石原田百恵里（中３）　小杉笑里（中３）　東天城中学校　芝 幸多（中３）
 ○漢字検定　２級　　東天城中学校　芝 幸多（中３）
　　　　　　 準２級　井之川中学校　水野花怜（中３）　
　　　　 　　３級　　亀津中学校　川信和（中３）　清原梓（中３） 久林夏花（中３）　四位美幸（中３）
　　　　　　　　　　 富杏沙（中３）　富田晃成（中３）　井之川中学校　盛田千束（中３）　東天城中学校
　　　　　　　　　　 土持千穂（中３）　嶺山早苗（中３）　尚春花（中２）濵田美羽（中２）　山中学校
　　　　　　　　　　 迫田龍之介（中２）　永長真梨菜（中２） 田袋香菜（中３）　吉山くりすちな（中３）
 ○奄美教育実践記録　学校賞　亀津小学校　神之嶺小学校　
 ○町中学校弁論・英語暗唱大会　　弁論の部　　　井之川中学校　久保美波（中３・最優秀賞）
　　　　　　　　　　　　　　　　 英語暗唱の部　山中学校　　大城ちあき（中３・最優秀賞）
 ○平成２２年度「いきいき教育活動表彰」県表彰　亀徳小学校　太村健二（小５）
                                               　　　　　　　　花徳小学校　徳田龍大郎（小４）

　２月２０日(土)に，東京上野動物園にパンダの餌として贈るサトウキビを，児童が中心になって収穫し

ました。

　児童が，バレンタインデーにパンダの好物のさとうきびを上野動物

園に贈ろうと考えたのがきっかけで始まったさとうきび栽培。今年で

２３年目を迎える伝統行事となりました。

　２００８年にリンリンが亡くなってからは，一時期動物園にパンダ

が不在となりましたが，象やほかの動物が食べるということで，今年

まで続けてまいりました。しかし，今年はついに中国から，２頭のパ

ンダが来日。しかも日本上陸が，２１日（日）というタイムリーな話。

子どもも大人も，いつになくわくわくしながら，この日を迎えました。

　キビ刈り当日は，児童の実行委員会が中心になり，保護者の協力を

得ながら，刈り取り・切りそろえ・箱詰めまで全校児童で取り組みま

した。今年は，１５㎏ずつ１２箱分の収穫があり，早速東天城郵便局

の協力を得て，上野動物園に発送しました。

　これらの活動を通じて，動物愛護の精神，郷土の特産物の収穫の喜

びや，郷土を愛し誇りに思う気持ちが育つことを願っています。

教育委員会だより教育委員会だより

パンダさん，食べてね
～　来日パンダに，キビ１８０キロを贈る　～

徳之島町立山小学校
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まちの話題

　
「
徳
之
島
産
を
ひ
た
す
ら
食
す
る
夕
べ
」

が
２
月
19
日
、
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
ホ

ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
県
職
員
を
中
心
と
し
た
、
徳
之
島
産
を

ひ
た
す
ら
食
す
る
夕
べ
発
起
人
が
主
催
し

た
も
の
で
、
会
費
制
で
集
ま
っ
た
約
３
０

０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
会
場
に
は
、
徳
之
島
の
食
材
を
使
っ
た

郷
土
料
理
や
総
菜
、
お
菓
子
、
黒
糖
焼
酎

な
ど
約
１
０
０
種
類
が
並
び
、
参
加
者
た

ち
は
思
い
思
い
の
徳
之
島
の
味
に
舌
鼓
を

打
っ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
黒
糖
焼
酎
の
利
き
酒
や
バ
ン
ド

演
奏
な
ど
も
あ
り
、
舌
と
耳
で
徳
之
島
を

満
喫
し
た
よ
う
で
し
た
。

　
第
25
回
島
口
島
唄
の
祭
典
が
２
月
20

日
、
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
島
口
と
島
唄
の
文
化
継
承
を
目
的
と
し

て
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
今
回

も
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
幅
広
い

年
齢
の
方
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
舞
台
発
表
で
は
、
亀
津
の
武
田
孝
光
さ

ん
に
よ
る
島
口
「
ア
ン
バ
シ
ョ
ー
メ
ン
」

を
皮
切
り
に
、
14
組
が
物
語
に
富
ん
だ
島

口
や
島
唄
を
披
露
し
ま
し
た
。

　
軽
快
な
島
口
で
語
ら
れ
る
物
語
や
、
島

唄
の
心
地
よ
い
音
色
に
、
会
場
は
笑
い
と

笑
顔
で
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

　
２
月
９
日
に
奄
美
市
で
開
催
さ
れ
た

「
平
成
22
年
度
奄
美
群
島
タ
ン
カ
ン
品
評

会
」
の
入
賞
報
告
に
２
月
24
日
、
受
賞
者

が
役
場
町
長
室
を
訪
れ
ま
し
た
。

　
奄
美
群
島
た
ん
か
ん
品
評
会
へ
は
、
奄

美
群
島
９
市
町
村
か
ら
44
点
が
出
品
さ

れ
、
外
観
や
糖
度
な
ど
で
入
念
に
審
査
さ

れ
ま
し
た
。

　
徳
之
島
町
か
ら
は
10
点
が
出
品
さ
れ
、

金
賞
・
銀
賞
・
銅
賞
を
受
賞
す
る
な
ど
徳

之
島
た
ん
か
ん
の
品
質
の
高
さ
が
う
か
が

え
ま
し
た
。

【
奄
美
群
島
た
ん
か
ん
品
評
会
結
果
】

　
金
賞
　
幸
　
健
一
　
　
（
亀
　
津
）

　
銀
賞
　
豊
永
　
八
郎
　
（
井
之
川
）

　
銅
賞
　
加
島
　
富
次
郎
（
井
之
川
）
　

　
Ｊ
Ａ
あ
ま
み
に
よ
る
「
新
じ
ゃ
が
ま
つ

り
」
が
２
月
19
日
、
20
日
、
鹿
児
島
市
の

Ｊ
Ａ
県
経
済
連
農
畜
水
産
物
直
売
所
「
お

い
ど
ん
市
場
与
次
郎
館
」
で
開
催
さ
れ
、

連
日
た
く
さ
ん
の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
徳
之
島
産
ば
れ
い
し
ょ
「
春
一
番
」
の

Ｐ
Ｒ
と
し
て
初
め
て
鹿
児
島
市
で
開
催
さ

れ
た
も
の
で
、
ば
れ
い
し
ょ
の
詰
め
放
題

や
新
じ
ゃ
が
汁
の
無
料
配
布
な
ど
が
あ
り
、

ど
ち
ら
も
行
列
を
つ
く
る
な
ど
人
気
を
集

め
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
島
唄
の
演
奏
な
ど
も
あ
り
、
ば

れ
い
し
ょ
と
と
も
に
徳
之
島
の
文
化
も
Ｐ

Ｒ
す
る
場
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

たくさんの人でにぎわいました

尾母小中学校による島唄「島育ち」

受賞されたみなさんおめでとうございます

ばれいしょ配布には行列ができました

徳
之
島
産
を
召
し
上
が
れ

島
の
心
を
見
直
そ
う

た
ん
か
ん
で
金
銀
銅
を
受
賞

ば
れ
い
し
ょ
「
春
一
番
」
を
Ｐ
Ｒ

徳
之
島
産
を
召
し
上
が
れ

島
の
心
を
見
直
そ
う

た
ん
か
ん
で
金
銀
銅
を
受
賞

ば
れ
い
し
ょ
「
春
一
番
」
を
Ｐ
Ｒ
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食
育
推
進
の
一
環
と
し
て
、
２
月
18
日

に
徳
之
島
町
役
場
職
員
に
よ
る
「
弁
当
の

日
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
昨
年
９
月
に
続
き
２
回
目
と
な
っ
た

「
弁
当
の
日
」
に
は
、
農
政
課
を
中
心
と

し
た
約
30
人
が
参
加
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
買

い
物
か
ら
調
理
ま
で
を
行
っ
た
手
作
り
の

弁
当
を
持
ち
寄
り
ま
し
た
。
今
回
は
、
徳

之
島
産
の
ば
れ
い
し
ょ
を
使
っ
た
料
理
を

一
品
加
え
る
企
画
も
あ
り
、
コ
ロ
ッ
ケ
や

炒
め
物
な
ど
の
お
か
ず
が
弁
当
に
華
を
そ

え
て
い
ま
し
た
。

　
町
で
は
、
毎
月
19
日
の
食
育
の
日
に
合

わ
せ
て
「
弁
当
の
日
」
を
推
進
し
て
い
く

予
定
で
す
。

　
平
成
22
年
度
徳
之
島
町
学
士
村
塾
閉
校

式
が
３
月
12
日
、
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
度
の
学
士
村
塾
に
は
、
町
内
の
児

童
生
徒
１
６
８
人
が
参
加
。
約
１
年
間
に

わ
た
り
、
毎
週
土
曜
日
に
８
地
区
の
教
室

に
通
い
自
主
学
習
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
閉
校
式
で
は
、
秋
武
教
育
長
が
「
将
来

の
た
め
に
力
を
つ
け
る
た
め
の
学
士
村
塾
。

こ
れ
か
ら
も
継
続
し
て
家
庭
学
習
を
」
と

式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
ま
た
、
皆
勤
賞
18

人
へ
の
表
彰
状
授
与
や
、
各
教
室
に
よ
る

学
習
成
果
発
表
も
あ
り
、
一
年
間
の
学
習

を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

　

まちの話題

　
東
京
都
日
野
市
な
ど
に
キ
ャ
ン
パ
ス
を

持
つ
明
星
大
学
硬
式
野
球
部
が
、
２
月
22

日
か
ら
３
月
11
日
ま
で
の
日
程
で
、
町
健

康
の
森
総
合
運
動
公
園
野
球
場
な
ど
で
合

宿
を
行
い
ま
し
た
。

　
明
星
大
学
硬
式
野
球
部
は
、
首
都
大
学

野
球
連
盟
の
二
部
リ
ー
グ
に
所
属
す
る
野

球
部
で
、
今
回
が
初
の
徳
之
島
合
宿
と
な

り
ま
し
た
。
合
宿
で
は
、
２
回
に
分
か
れ

て
約
70
人
が
参
加
し
、
健
康
の
森
総
合
運

動
公
園
を
中
心
に
走
り
こ
み
や
バ
ッ
テ
ィ

ン
グ
な
ど
の
練
習
を
行
い
ま
し
た
。

　
明
星
大
学
の
今
後
の
ご
活
躍
を
お
祈
り

い
た
し
ま
す
。
　

　

　
町
立
中
学
校
の
卒
業
式
が
３
月
15
日
に

行
わ
れ
、
町
内
５
中
学
校
１
３
２
人
が
小

学
校
６
年
・
中
学
校
３
年
の
義
務
教
育
を

終
え
、
高
校
を
は
じ
め
と
し
た
進
路
へ
と

新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

　
各
中
学
校
と
も
、
卒
業
式
で
は
校
長
先

生
か
ら
一
人
ひ
と
り
へ
と
直
接
卒
業
証
書

が
手
渡
さ
れ
、
在
校
生
や
保
護
者
の
あ
た

た
か
い
拍
手
に
見
送
ら
れ
な
が
ら
３
年
間

慣
れ
親
し
ん
だ
学
び
舎
を
後
に
し
ま
し
た
。

【
平
成
23
年
町
立
中
学
校
卒
業
者
数
】

亀
津
中
学
校
83
人
／
井
之
川
中
学
校
16

人
／
東
天
城
中
学
校
22
人
／
山
中
学
校

７
人
／
手
々
中
学
校
４
人
　

実戦形式の練習も行われました

自慢の弁当を持ち寄っての昼食会

山教室の児童による論語の素読

亀津中学校卒業生による合唱

役
場
で
「
弁
当
の
日
」

学

士

村

塾

閉

校

式

明
星
大
学
野
球
部
が
合
宿

さ

ら

ば

学

び

舎

役
場
で
「
弁
当
の
日
」

明
星
大
学
野
球
部
が
合
宿

学

士

村

塾

閉

校

式

さ

ら

ば

学

び

舎
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■
問
い
合
わ
せ
先

徳
之
島
町
税
務
課（
内
線
１
４
３
）

　
８
３
‐
１
１
１
１

花
徳
支
所

　
８
４
‐
０
０
４
８

　
１
月
９
日
に
開
催
さ
れ
た
、
「
健

康
か
ご
し
ま
21
推
進
セ
ミ
ナ
ー
」

で
パ
ネ
リ
ス
ト
を
務
め
ら
れ
た
、

内
田
産
婦
人
科
医
院
　
助
産
師
　

内
田
美
智
子
さ
ん
と
西
日
本
新
聞

社
　
佐
藤
弘
さ
ん
よ
り
本
の
寄
贈

が
あ
り
ま
し
た
。

　
図
書
館
に
あ
り
ま
す
の
で
興
味

の
あ
る
方
は
ご
覧
に
な
っ
て
く
だ

さ
い
。

　
徳
之
島
町
で
は
、
県
か
ら
の
権

限
移
譲
に
よ
り
、
昨
年
４
月
１
日

か
ら
パ
ス
ポ
ー
ト
の
申
請
・
交
付

業
務
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
徳
之
島
町
に
住
民
登
録
の
あ
る

方
は
、
徳
之
島
町
役
場
で
の
申
請

と
な
り
、
県
の
窓
口
は
利
用
で
き

ま
せ
ん
。

　
パ
ス
ポ
ー
ト
の
申
請
か
ら
交
付

ま
で
の
所
要
日
数
は
10
日
（
土
・

日
・
祝
日
、
年
末
年
始
休
暇
中
を

除
く
）
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
申
請
の
際
に
は
、
必
要
な
書

類
を
そ
ろ
え
て
い
た
だ
く
必
要
が

あ
り
ま
す
の
で
、
海
外
へ
旅
行
に

行
く
予
定
の
あ
る
方
は
、
期
間
に

余
裕
を
持
っ
て
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。
　
詳
し
く
は
役
場
企
画
課
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

徳
之
島
町
企
画
課（
内
線
２
２
２
）

　
８
２
‐
１
１
１
１

　みなさまのアイデアと創意工夫による地域の活性化や課題解決に取り組む活動を応援することで、住民

や関係機関との幅広い協働による奄美群島の持続可能な自立的発展を目指す事業です。

１．応募できる団体

　　ＮＰＯ法人、ボランティア団体、地域の自治会その他民間企業

２．対象となる事業

　　地域の活性化や課題解決を図るため、上記団体が実施する事業で主に、

　　農業、観光／交流、情報通信に関する事業

３．募集期間

　　平成２３年４月１日（金）～平成２３年４月３０日（土）（当日消印有効）

４．助成額

　　助成対象経費の１０分の６以内（６０万円を上限）

　　※市町村の判断により１０分の４の範囲で上乗せすることができる。

５．事業の実施期間

　　平成２３年６月下旬（予定）から平成２４年３月３１日まで

６．審査・選考方法について

　　応募書類をもとに審査・選考を行ったうえで助成団体を決定します。

７．募集要綱等の配布場所

　　奄美群島広域事務組合のホームページから募集要項・応募様式をダウンロードできるほか、奄美群島

　　広域事務組合、市町村役場にて配布しています。

８．応募先

　　徳之島町役場　企画課　　８２－１１１１（内線２２１・２２２）

９．問い合わせ先

　　奄美群島広域事務組合　　０９９７－５２－６０３２　E-mail:amashin-kkp@amami.or.jp

本
寄
贈
の
お
知
ら
せ

パ
ス
ポ
ー
ト
の
申
請
は

お
早
め
に
！

奄美群島で地域の活性化に取り組んでいるみなさまを応援します！
奄振事業「共生・協働による地域活性化推進プロジェクト事業」の募集について
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児童扶養手当…父母が離婚するなどして父又は母の一方からしか養育を受けられない一人親家庭

　　　　　　　 などの児童のための手当。一人親家庭以外でも父、母に代わって児童を養育して

　　　　　　　 いる方。父母に重度の障害がある方等も手当を受けることができます。

特別児童扶養手当…精神又は身体に障害を有する20歳未満の児童の保護者に支給される手当

　上記にあたる場合でも手当が支給されない場合もありますので、まずは保健福祉課まで
問い合わせ・相談下さい。

＜平成23年度より手当額が下記のとおり改正となりました＞

�　　　　　　　　　　　　　平成２２年度� 　　平成２３年度

　児童扶養手当（全部支給）�４１，７２０円�→�４１，５５０円

　　　　　　　（一部支給）�４１，７１０円�→�４１，５４０円

 　　　　　　　　　　　　　～９，８５０円�→�～９，８１０円

　特別児童扶養手当（１級）�５０，７５０円�→�５０，５５０円

　　　　　　　　　（２級）�３３，８００円�→�３３，６７０円

【お問い合わせ】徳之島町　保健福祉課　児童福祉係　　　82-1111（内線133）

●「次々販売」とは？
　　一人暮らしの高齢者などに対して、次々と契約を結ばせる販売方法です。被害にあった人の名簿が 

　悪質業者間に流れ、「まだお金がだまし取れる」と何度も狙われます。複数の業者に勧誘される事も

　あります。

　（例：リフォーム工事、床下換気扇、床下の支柱補強工事など・・・）

●「次々販売」への対処法は・・・・
　・突然の訪問者は家にあげない。

　・業者の言葉をうのみにせず、自分でも関係機関などに連絡するなどして調べる。

　・すぐ契約をせず身近な人と相談して、必要でないものは、はっきり断る。

児童扶養手当及び特別児童扶養手当をご存知ですか？

子宮がん・乳がん検診
毎日、仕事や育児・家事に頑張っている女性のみなさん
自分の健康が後回しになっていませんか？
年に一度、女性だけの検診です。
あなたのため、あなたの家族、大事な人のために・・・
検診を受けてみませんか。

【対象者】子宮けいがん：２０歳以上の女性、乳がん：４０歳以上の女性
【日程・場所】子宮けいがん・乳がん検診ともに下記の日程・場所で受診できます。
　　　　　　　保健センター：４月20日・21日・22日（午前のみ）25日・26日
　　　　　　　花徳生活館：４月27日・28日（午前のみ）
【問い合わせ先】徳之島町保健センター　　８３－３１２１

かしこい消費者になる講座（その９）

だまされないで！悪質商法 その５　「次々販売」

困った時は

すぐ相談
消費者ホットライン　　　　０５７０－０６４－３７０

徳之島町消費生活相談室　　８２－１１１１（内線３１１・２２２）

突然の訪問者は安易に家にあ
げないようにしましょう！

-・-・-・-・-・-・-・-・-・-・-・-・-・-・-・-・-・-・-・-・

-・-・-・-・-・-・-・-・-・-・-・-・-・-・-・-・-・-・-・-・
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　子どもたちの健やかな成長のために、子どもたちの歯をむし歯から守りたいということで、課題を

5歳児のむし歯数　3.24本から　→　1.5本に　という目標を立て、２２年度も活動してまいりました。

2月20日（日）に、22年度最後の第5回われんきゃ歯っぴいクラブ（歯科保健協議会）を開催し、4つのチームで

22年度の活動の評価と来年度の活動計画について話し合いを行いましたので、その結果をお知らせいたします。

No.10

歯っぴージャー

【目標を達成するための４つのチームの活動について】

１５１５チームの活動

目標；われんきゃ歯っぴいクラブの活動を知っている人を増やす　　０％→８０％に

★キャラクター、キャッチコピーを作成しＰＲ活動を行う

　キャラクター、キャッチコピーを利用し老人クラブ・女性連総会、保育園、

幼稚園の保護者参観、祖父母参観等でＰＲ活動を実施してきました。２３年度

も継続して行います。

★防災無線の活用

　われんきゃ歯っぴいクラブで毎月１５日を「われんきゃ歯ッぴいday」と決

め、23年度は毎月１５日に放送する予定です。

★広報誌掲載･･･２３年度も掲載しますので見てください。

４月の歯科相談日
４月１４日（木）　　受付時間　13：30～14：00　保健センターにて
・妊婦さん、幼児、一般の方・３か月以上歯科検診・フッ素塗布を受けてない方・歯科相談のあるかた
お待ちしております・・・
【問い合わせ先】　われんきゃ歯っぴいクラブ事務局（保健センター内）　　８３－３１２１

仕上げんジャー

かむんジャー フッくんジャー

けんちゃんジャー

仕上げんジャーチームの活動

目標：仕上げみがきを毎日実施する ３９％→６０％に

★仕上げみがきカレンダーの作成・配布
・保育園・幼稚園を通して家庭に配布し、仕上げカレンダーを活用し、仕上
　げみがきの習慣をつけてもらう。（22年度実施、23年度も継続して実施し
　ます）

かみかみチームの活動
目標；おやつが1日3回以上 ３％→０％に
乳酸菌飲料を週3回以上飲む １５％→０％に
★飲み物に含まれる糖分媒体の作成
（糖分媒体が完成し保健センターに展示中貸し
出しも可能です）

★リーフレットの作成
　23年度はおやつについてのリーフレットを作
成しむし歯予防に役立つ情報をお伝えします。
★保育園、幼稚園の保護者参観、祖父母参観等
に出向きおやつについてお話します。

フッくん、けんちゃんチームの活動
目標；フッ素（フッ化物）塗布の経験を年に
　　　　　　　　　２回以上　52％→80％に
　　　　　年に２回以上の定期検診を受ける
　　　　　　　　　　　　　　23％→55％に
★フッ化物に関する媒体作成
媒体が完成したので２３年度は活用しフッ化
物に関する情報を提供する。
★保健センターの歯科相談日の周知について
　保育園、幼稚園の園便り等に載せています。
　２３年度も継続して依頼します。
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